
新たなフェーズ 使う公会計へ!                   

               平成28年6月7日 

  愛媛県砥部町会計課 田中弘樹 

                            

※砥部町を描く絵画展より                

～固定資産台帳の大切さ～ 



1 老朽化する公共施設と財政見通し 
        ～長期的な視点～ 
         
２ 資産台帳の整備で広がる視点 

        ～砥部町のこれまでの取り組みより～ 

 
３ 新たな基準へ 

        ～固定資産台帳の整備と複式簿記～ 
 
４ 見せる、使う、伝える 

          ～一歩進んだ財政の見える化へ～ 
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１ 老朽化する公共施設と財政見通し 

                  ～長期的な視点～ 

2 ※砥部町を描く絵画展(生徒の部)より                



避けては通れない、公共施設の老朽化 

砥部町のようす 
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全ての人が危機感を持つために(資産の総量を考える) 
    （全１７４２市区町村のデータから）  

 
    今後40年でどのくらいの公共施設削減目標が必要なのでしょうか？ 
 
                    ※出典：「地方自治体公民連携研究財団客員研 
                       究員志村高史氏（神奈川県秦野市職員）」         

 
    

算出方法 
志村式計算法Ver.2 
 秦野市の状況をもとに、人口や公共施設面
積、国県補助金、地方債残高、基金残高など
を加味して相対的に計算したもの。 
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砥部町公共施設の用途別面積割合 

インフラ資産を除くと、なんと
約半分が教育施設と文化・ス
ポーツ施設なのです。 
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本町では、三つのシナリオで15年後までの財政見通しを用意。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 
※砥部町の財政規模は70億円前後で、人口は2万2千人程度です。  

●中長期的な視点 ～中長期財政計画～ 

基準シナリオ

•今後、新規事業をしない場合

上限シナリオ

•施設を築後40年経過した時点、あるいは、耐用年数が
経過した時点ですべて更新したと仮定する場合

順当シナリオ

• 予算が組めるまで施設更新をあきらめた場合

• 目標ライン

圧縮の幅を施設の更新
というものさしではかったら・・・
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上限シナリオ 

  

  15年後までの累積赤字は約40億円 
 30億円を超える基金も枯渇 

順当シナリオ 

 予算が組めるまで、更新優先順位の
低い施設の更新をあきらめていきます。 

 

順当シナリオは、予算が組めるラインということなので、とりあえず目標ということになり
ます。また、上限シナリオと順当シナリオのかい離幅は、行財政改革の幅とも言えるの
ではないでしょうか。 
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施設更新の優先順位 

 いくつかの項目を設定して、公共施設に得点をつけてみました。上限シナリオ
から予算が組める順当シナリオになるまで、優先順位の低い施設更新をあきら
めていきます。  

左図は、優
先順位の高
いもの33傑。 
 
 

ただし、予算が組めるであろうラ
インまで近づけたとしても・・・ 
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砥部町の公共資産更新推計 
 

 総務省試算ソフトを使って試算してみました！ 体力を失ったあとに二つ目の
山がくるとかなりきつい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

15年後くらいから
30年後くらいまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

↑長寿命化、再配置な
ど15年後くらいまでは何
とかいけるかも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

最初の15年で体力
を失ってはいけな
いが・・・ 
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公共施設等総合管理計画などでも ピークはどこかを掴む！ 

 更新時期別ポートフォリオを30年後まで作成してみてはどうか?  

更新年度別のポートフォリオのイメージ
＊ポートフォリオ・・・資産の組み合わせ

今から10年後まで

10年後までポートフォリオ

平成n～n+10年度

施設名 更新費用 地方債 国県 その他 一般財源

Ａ施設 50 20 25 0 5

Ｂ施設 100 30 50 10 10

Ｃ施設 80 70 10

・

・

・

10年後から20年後まで

10～20年後までポートフォリオ

平成n+11～n+20年度

施設名 更新費用 地方債 国県 その他 一般財源

Ｄ施設 900 800 0 0 100

Ｅ施設 100 30 50 10 10

Ｆ施設 80 70 10

・

・

・

20年後から30年後まで

20～30年後までポートフォリオ

平成n+21～n+30年度

施設名 更新費用 地方債 国県 その他 一般財源

Ｄ施設 400 300 0 0 100

Ｅ施設 80 40 10

Ｆ施設 80 80

・

・

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設の時期更新費用 

 

金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     時間 

 

公
共
施
設
等 

総
合
管
理
計
画 

ピーク 

30年後までのポートフォリ
オと更新ピークがいつか
分かっていると、たとえ10
年間の公共施設等総合
管理計画作成であっても
全体理解がしやすくなる
わね。 
 
※計画は10年以上となっており最
短だと10年の計画となります。 

ピークはどこ？これ大事ね！
このポートフォリオがあれば
一般財源まで一目瞭然。 
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財政健全化判断比率クロス表（平成２５年度決算）

将
来
負
担
比
率

良い 悪い

良い

悪い

平均11.0

平均45.5

実質公債費比率

松山市

今治市

宇和島市

八幡浜市

新居浜市

西条市

大洲市

伊予市

砥部町

上島町

西予市

松前町

東温市

伊方町

松野町

内子町 愛南町

鬼北町

四国中央市

久万高原町

砥部町の場合、実質
公債費比率、将来負
担比率ともに県下で
トップレベルの良好

な状況である。

砥部町のH２６比率
実質公債費比率

３．８%
（H２５は５．５%）
将来負担比率

０．０%

では、今の砥部町の財政状況は、良いのか、悪いのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２ 資産台帳整備で広がる視点 

          ～砥部町のこれまでの取り組みより～ 

12 ※砥部町を描く絵画展(生徒の部)より                



●これまでの取り組み  
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～公会計～ 

 
平成18年度  

 旧総務省方式で平成17年度決算分財務諸表を作成。 
 
平成19年度 

 総務省方式改訂モデルで平成18年度決算分財務諸表を作成。 
 

平成20年度 

 平成19年度決算分財務諸表にピックアップ型の施設別・事業別財務諸
表を追加 

 
平成21年度 

 平成20年度決算分から、資産台帳を整備した財務諸表（改訂モデル）を
公表。 
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～資産台帳～ 

 

平成18年度  

 市販のデータベースソフト「アクセス」で資産台帳を作成 

 

 土地・・・固定資産税担当のデータから砥部町名義の資産を抽出し、財政担
当で物件の入力を行う。 

 

 建物・・・加入している保険の資料などから物件を拾い財政担当が入力。 

 

 

 

 

 

ここまでの作業は、財政担当が行った。公有財産台
帳の積み上げは行わず。 
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平成19年度～20年度 

 それぞれの担当課で入力を開始。財政が入力した物件情報に、部署名を登
録し、さらに詳細情報を入力していく。⇒どこにも引き取られなかった物件が
普通財産となる。 

 構築・工作物、備品は、各担当課で入力。直近10年の支出命令でかなり確
認できる。 

 
※直近10年 

▸支出命令や兼票など10年分くらいは保管されていたので、10年前までは伝票
で確認。 
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（土地・建物） 

⇒どこにも引き取られなかった物件と普通財産の台帳を照合。 

⇒現物とのトレースなど・・・財政担当でさらに調査を続ける。その結果、行政財
産になるものも多々あり。(担当課が自分の部署の物件と認識していない) 

 
平成21年度 

 平成20年度決算分から、資産台帳を整備した財務諸表を公表。 

 

決算書の財産に関する調書と面積が
大きくかい離していることが判明。 
  

 ⇒本町の公有財産台帳・・・登録漏れ、削除漏れ多い。 
 ⇒決算書の財産に関する調書の面積等を修正するなら、資産台帳を整備 

  したこのタイミング。 
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●砥部町の資産台帳（参考） 

• メインメニュー 

 
 有価証券、長期延滞債権、 

  未収金も管理 

 

改訂モデルに資産データ 

を搭載するために必要と 

なる項目もいくつかあり 

ます。 
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 土 地 

 
 名称、所在地、会計名、款、地目、地区名（小学校区単位） 

 事業・施設名 

 寄付かどうか、貸付情報 

 決算書の財産に関する調書データ 

 地方債、国県補助金 

 取得年度、取得価格、取得に要した附随費用（物件移転補償や前施設の解体費用、事前調査、登記など） 

 年度ごとの情報（評価額、資産評価額）   

 除売却年度、除売却金額 

 

 
税務担当課に砥部町名義の土地を抽出
してもらい、台帳に登録。 

     ↓ 

担当課に確認して貰う。 

     ↓ 

残ったものは普通財産 

     ↓ 

普通財産を調査した結果 

       

行政財産と判明したもの多数 = 担当課
自体が自分の部署の資産と認識してい
ない物件多数。 
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• 建物、構築・工作物 

 
 名称、所在地、会計名、款、地区名（小学校区単位） 

 事業・施設名、形態（倉庫、校舎、図書館、作業場など） 

 寄付かどうか、貸付情報 

 決算書の財産に関する調書データ 

 地方債、国県補助金 

 取得年度、取得価格（設計など取得に要した附随費用含む） 

 本年度財源投入額（前年度以前に支出した設計や附随費用 

              が取得価格含まれていた場合） 

※本年度財源投入額と建設仮勘定部分等を分割把握。 

 建物構造（鉄骨鉄筋コンクリート、鉄筋コンクリ―トなど） 

 取得年月日、階数、耐用年数 

 年度ごとの情報（償却累計、償却年額、残存価格など） 

 除売却年度、除売却金額、除売却時帳簿価格 

※残存価格がなくなっても除売却されるまで入力を継続。 

   取得価格＝償却累計で入力⇒老朽化比率算定のため。 

 建設仮勘定チェック欄、直接資本減耗分チェック欄 

 資産評価差額、資産評価差額増減額 

 

※法定外公共物への投資は、純資産変動計算書に臨時の支出として計上している。同じ工事等が長期に渡る 

 場合は、行政コスト計算書に計上するつもり。過去、ＰＬに計上したケースはなし。 

 

 

 

次ページ 
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• 更新に向けて 

 
 施設の現在の状況 

 イニシャルコスト、ランニングコスト、年間収入、ライフサイクルコスト、正職員人件費を除く 

  ライフサイクルコスト、築後年数、残存価格、老朽化比率 

 地方債償還データ、これまでの資本的支出＆これからの資本的支出予定、 

  資本的支出による延命年数・・・耐震補強など延命にはならないことも多い。延命年数の積算が困難。 

  

 基本情報 

 更新予定時期、建物グループ（今は目的別）、統廃合可能区分、耐震状況、稼働率、立地条件 

 近隣類似施設の有無、敷地面積、建物1階部分面積、空土地比率、駐車場（何台分） 

 利用の多い年齢層、利用の多い時間帯、1日当たりの利用者数、 

  正職員数、臨時職員数 

 

 次回更新時の情報 

 イニシャルコスト 

 財源・・・国県補助金、地方債  

 償還年限、償還終了年度、充当率、交付税算入率、金利方式、金利 

 跡地売却可能の有無 

    既存土地売却益予想、移転時休業損失予想 

 

 

 

 イニシャルコスト・・・初期投資、設置・導入費用 
 ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）・・・施設等を建築してから除売却

されるまでの期間のトータルコスト。建物等一生涯のコスト 
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• 備 品（取得価格10万円以上を搭載） 

 
 名称、施設名、会計名、款、地区名（小学校区単位） 

 事業名、分類（車両、家具、冷暖房機器など）、形態（有形、無形など） 

 寄付かどうか、修繕履歴 

 地方債、国県補助金 

 取得年度、取得価格、耐用年数 

 年度ごとの情報 

 除売却年度、除売却金額、除売却時帳簿価格 

 図書、美術品、骨とう品は償却しない。時価評価(市場価格)困難。 

 意匠、のれん・・・金額換算困難 

 リース資産チェック欄 

 資産評価差額 

 

※棚卸資産・・・未計上 

※ソフトウェア・・・法改正などの改修は金額の多寡にかかわらずコスト。機能追加やバージョンアップ 

          に伴う改修は新規に台帳を作成して登録する。 

  

 

〇平成27年度決算分の財務諸表をつくるときは、平成26年度末の資産残高情報が開始時貸借対照表となる。 

〇平成28年度決算分の財務諸表をつくるときは、平成27年度末の資産残高情報が開始時貸借対照表となる。 
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～その他(今後に向けて検討中のものも掲載)～ 
 

○これまでの取り組み 
・砥部町のホームページそのものをアニュアルレポートに見立てる。 
・予算仕訳 
 ⇒決算統計のルールも公会計側に寄せてこれないか? 
・予算特別枠の創設(コストマネジメント予算) 
・公共施設の更新問題を織り込んだ中長期財政計画(シナリオ別) 
・施設カルテ、施設更新時期別ポートフォリオ 
・施設や事業の優先順位付け 
・地方債償還スケジュール 
 
○今後の課題 
・施設別・事業別財務諸表の充実 
 (ロジックモデル、シナリオプランニング、上位施策への貢献度など) 
・公有財産台帳、固定資産台帳の一元化(電子化) 
・予想CF(予算要求時、事務査定後、首長査定後、決算時) 
・財政ルール 



３ 新たな基準へ      
            ～固定資産台帳の整備と複式簿記～    

23 ※砥部町を描く絵画展(生徒の部)より                
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●固定資産台帳の整備～庁内体制を整えよう～ 
 
  ①委員会・WGで推進 
  ②財政 
  ③財政や会計 
  ④財政や管財 

どのような体制で進める
のが良いかしら。 

地方公共団体における固定資産
台帳の整備等に関する作業部会 



施設白書
中長期財政

見通し

施設別・事業

別財務諸表
財務諸表 優先順位

まちづくり

公共施設の老朽化問題を織り込んだ
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●部署を超えた協力体制  

                         
               資産台帳のデータは、いろいろな資料のベース。      

職員一丸となって推し進める！ 



砥部町では、財務会計システムにおいて、
仕訳パターンに合せて細節を設定！ 

 

 Ex.委託料→ 

  ①資産形成に繋がる委託料 

  ②資産形成に繋がるものの 

   うち、建設仮勘定となるもの 

  ③コストとなる委託料 

  ④臨時的なもの 
 

砥部町の場合
　　資産台帳を整備した改訂モデル

支出の部

※現金の動いた取引きのみ計上

●今年度資産形成に使われた支出は、まず、砥部町の資産台帳に登録します。
　　→資産台帳に登録されたものは、バランスシートに計上していきます。

ex.今年度増加した資産はいくら?

　土地購入費　500
　　同附随費用　15

　A施設本体工事費　480
　　　　　・・・ちなみに、前年に支出したA施設の設計委託料は48

　B施設設計委託費(B施設の本体工事は来年度)　　80
　　同事前調査等委託費　20

物品購入費　40

前年度 増 減 今年度
土地 200,000
建物 250,048
　うち、建仮 48
物品 50,000

実際には現金
の動きがない
減価償却費や
引当金や引当
金繰入等なども
対象。

・・・バランスシート

・・・行政コスト計算書

・・・純資産変動計算書

・・・キャッシュ・フロー計算書現金の動きだけに注目したもの

支出

資産形成に使われた支出
附随費用も含む

その年度で消えてしまった
経常的なコスト(支出)

臨時的な支出

●複式簿記 

法定外公共物への投資など特殊な支出 
※改訂モデル 
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画期的な思考！予算仕訳 
 

 例えば、委託料は前述のように区分されますが、それを自動で区別するのは困
難です。とすると、出納整理期間が終了したあと、財政担当課において1年分の
仕訳を確認していくことになります。 

⇒予算の段階から仕訳パターンに合せた細節を設定しておくと、決算のとき 

 にほとんど仕訳は終わっているようなもの。 

⇒ただし、財政では支出命令や兼票を見ないため日々確認することができない。 

 

 砥部町では、平成27年4月、予算仕訳を始めると同時に公会計担当を会計
課に移しました。支出命令や兼票といった伝票単位で、毎日会計課職員が仕
訳を確認していきます。未払金や未収金を立てたてないので、期末一括変換方
式と言えますが、可能な限り日々仕訳に近い体制を整えていきます。また、資産
形成を伴う支出伝票には、資産台帳登録済票を添付して貰います。  

⇒出納整理期間が終わると同時に仕訳と資産台帳登録が完了している。 

 会計課にて日々確認も済ませてある。後は決算整理仕訳を入れるだけ。 

⇒期末一括でも、月例監査で月次レベルの試算表などが出せる。議会への 

 報告や来年度当初予算の編成に活用などもスムーズに！ 
27 



修繕料でも、資産計上されるものとそうでないもの
（資外）に細節を分けて予算計上。 

委託料については、大きく資産と資産外というカテゴ
リーに分けたうえで、それぞれに該当する細目を設
定することにより、資産計上するものを予算の段階
で特定。 

翌年度の工事に対応する工事設計費などについて
は、今年度は建設仮勘定に集計する必要があるの
で、建設仮勘定部分について、分けて予算計上して
いる。 

臨時も明示 

平成27年度砥部町当初予算書 
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予算書 

支出伝票 

伝票欄外 

実際の予算書と支出伝票 
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資産形成となる支出伝票には、必ず資産登録済の伝票も添
付する。計上漏れなどを防ぐ内部統制！ 

資産台帳登録済票 
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 多くの職員が施設別・事業別財務諸表をしっかりつくる、使う力をつける、
そのために伝票の欄外に仕訳をはっきり見せていきます。 

 

 予算の細節が（資産）になっていれば、伝票欄外のＴフォームはＢＳに。 

 予算の細節が（資産外）になっていれば、伝票欄外のＴフォームはＰＬに。 

 資産形成となった支出伝票には、資産台帳登録済票を添付して起案し
てもらう。 

 ⇒資産台帳への登録漏れや除売却漏れなどを防ぐことができる。 

  

 予算の細節が「資産」なら欄外左側は「BS」となる⇒担当課でも会計課で
もよいのでここさえ確認して貰っておけば、公会計を担当する部署の負担
が軽くなるのでは。 

 

 本町では、26年度予算で目の見直しを、27年度予算からは細節の見直し
を実施。 
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※砥部町を描く絵画展(生徒の部)より                

３ 見せる、使う、伝える  

                 ～一歩進んだ財政の見える化へ～ 
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※砥部町を描く絵画展(生徒の部)より                

～どう見せる?～ 



①砥部町ホームページそのものをアニュアルレポートに見立てる。 

課や係を超えて財務情報をここに
集約！一つひとつの資料はシンプル
だけどホームページそのものをアニュア
ルレポート（年次報告書）に見立て
ているのね。上から順番に見ていくと
分かりやすいわ。 

自治体は財政規模の大き
さもさることながら、仕事の
守備範囲も相当広いわね。
凄い情報量になっちゃう！ 
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35 
※老朽化比率は、建物、構築物・工作物にかかる減価償却の償却累計額を取得価格で除したもの。

産業振興

資産 14億1千3百万円

（前年度14億5百万円）

コスト部門収支 △4億2千8百万円

（前年度△5億3百万円）

総務、議会

資産 30億1千万円

（前年度30億3千2百万円）

コスト部門収支 △9億2千7百万円

（前年度△9億6千2百万円）

生活インフラ

資産 118億6千万円

（前年度118億7千1百万円）

コスト部門収支 △4億9千1百万円

（前年度△5億1千4百万円）

教 育

資産 153億1千万円

（前年度154億7千万円）

コスト部門収支 △10億7千8百万円

（前年度△ 8億1千4百万円）

環境衛生

資産 27億3千3百万円

（前年度27億5千2百万円）

コスト部門収支 △6億7千3百万円

（前年度△6億4百万円）

投資等

30億4千8百万円

（前年度28億9千5百万円）

流動資産

20億8千2百万円

（前年度19億5千5百万円）

福祉

資産 10億4百万円

（前年度10億3千2百万円）

コスト部門収支 △21億1千2百万円

（前年度△20億円）

売却可能資産

資産 7億7千9百万円

（8億1百万円）

消防

資産 1億8千1百万円

（前年度1億8千5百万円）

コスト部門収支 △7億2千8百万円

（前年度△4億円）

無形資産

資産 9千2百万円

（9千1百万円）

負 債
79億8千7百万円

（81億6千1百万円）

総資産の19.2％

（総資産の19.7％）

バランスシートとか詳しく
ないけど、このようにして
見ると税金がどこに使わ
れて、どこに残ってているの
か良くわかるわ。老朽化
度合もね！ 

②見せ方はいろいろ。 ～砥部町財務諸表ハイライトより～ 
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③自治体の場合、残存価格より目減りした分（償却累計） 

                            がポイント 

  

 建物等…取得価格366億円 償却累計156億円 残存価格210億円 

自治体の資産は、売ったり、古い施設だ
からと更新をあきらめたりすることのできな
いものばかり。つまり、民間企業と違って、
今売れる価値（残存価格）ではなく、償
却累計額などからどれほど老朽化してい
るかを知ることの方が大事なのね。 

平成25年度　公共資産明細表 単位：千円

総  計

うち、当年度

生活インフラ 11,860,497 32.6% 3,489,880 13,608,484 5,239,768 289,386 8,368,716 38.5%

教育 15,309,717 42.1% 6,740,447 14,653,120 6,391,705 349,264 8,261,415 43.6%
福祉 1,003,574 2.8% 582,249 1,139,235 726,192 25,924 413,043 63.7%
環境衛生 2,733,447 7.5% 316,889 3,549,976 1,146,749 103,141 2,403,227 32.3%
産業振興 1,412,734 3.9% 521,678 1,380,465 828,392 28,299 552,073 60.0%
消防 180,562 0.5% 21,246 763,394 620,165 10,285 143,229 81.2%
総務 3,010,273 8.3% 2,212,530 1,417,912 663,804 33,063 754,108 46.8%
無形資産 92,441 0.3% 0
売却可能資産 779,020 2.1% 663,785 141,356 26,121 6,595 115,235 18.5%

合　計 36,382,265 100.0% 14,548,704 36,653,942 15,642,896 845,957 21,011,046 42.7%

単位：千円

うち、当年度
生活インフラ 4,120 2,219 1,019 1,901 53.9%
教育 478,046 170,191 51,917 307,855 35.6%
福祉 25,533 17,251 4,516 8,282 67.6%
環境衛生 18,981 5,650 2,480 13,331 29.8%
産業振興 350,505 11,522 3,293 338,983 3.3%
消防 32,723 16,636 4,400 16,087 50.8%
総務 90,362 46,727 15,185 43,635 51.7%
無形資産 228,074 135,633 36,767 92,441 59.5%
売却可能資産 0

合　計 1,228,344 405,829 119,577 822,515 33.0%
＊物品のうち、リース資産 77,641 千円

＊平成24年度減価償却年額 965,534 千円

＊減価償却累計 16,048,725 千円

償却累計 帳簿価格 老朽化比率

物品

取得価格 償却累計 帳簿価格 老朽化比率

割　合
土地

建物、構築物・工作物

取得価格



④財務諸表は、中長期財政計画(再掲)とセットで紹介！ 
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順当シナリオ 上限シナリオ 

どれほどの圧縮が必要なのか？ 財務諸表と同時に説明する。 

予算が組めるライン 



⑤セグメント情報の公表 
 財務諸表を中長期財政計画と一緒に紹介すると、資産の圧縮幅を理解して
貰えます。バランスシートを見ただけのときとは反応がまったく違うものに・・・。 

⇒どんな資産があるの? 

⇒資産や負債の総量をどう減らせばいいの？ 

 セグメント＆詳細なデータがなくては議論できない。 

⇒施設や事業個々の状況はどうなの？ 

 これまでどんな取り組みをして今の現状になっているのか、問題点は？コスト意識
がとても重要になります。ロジックモデルやシナリオプランニング(地方財務２０１６年1月号参照)

も今後の課題としたい。 
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※砥部町を描く絵画展(生徒の部)より                

～どう使う?～ 
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①使う・伝えるためには、まず職員自らが勉強！ 
 

 砥部町公会計推進プロジェクトチーム勉強会のようす。伝えるためには、まず
自ら勉強!  

 

 

 

 

 

 

 

 砥部町では、月に1回程度若手職員による公会計の勉強会を開催してい
ます。財務諸表や仕訳はもちろん、アセットマネジメントや債権債務、財政のこ
となどまで勉強の対象です。部署を問わず、担当かどうかも問わず、みんなが継
続して勉強を続けます。また、近年では、簿記の資格を取得する職員も増えて
きました。予算、執行、決算、成果の中で仕訳からは逃げません。コスト意識を
徹底していきます。 
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②ふせん紙を使って、仕訳から財務諸表ができるまでを体験！ 
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 仕訳が理解できれば、施設別・事業
別財務諸表をつくったり、分析したり
次の目標を立てることもスムーズになる
でしょう。 

 

 多くの職員がしっかり理
解できれば、予算などに活
かしていくこともできるので
は。 

  

③セグメント情報を予算に活かす。 



④施設更新の優先順位(再掲) 

 いくつかの項目を設定して、公共施設に得点をつけてみました。上限シナリオ
から予算が組める順当シナリオになるまで、優先順位の低い施設更新をあきら
めていくと・・・  
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なかなか厳しい! 
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 施設別財務諸表では、ハード（施
設）部門とソフト（そこで展開され
る事業）部門を分けて考えてみては
どうか。住民だけでなく地元企業の
方にも見て貰えれば・・・。 

 多くの自治体で公表が進めば、近隣市町村との連携ができるかも？地方
の小規模な自治体では官官連携も大事！ 

A 町 箱は古くて使えなくなるが、ソフトは継続したい 

B 市 箱はまだまだ使えるが、ソフトとなる事業は廃止したい 

 賃貸料でお互いが Good！ 

 

近隣自治体が協働して、ハードとソフトを分割評価し、データベー

スを一元化する。 

 

A町

ハード
×

ソフト
○

B市

ハード
○

ソフト
×

C町

ハード
×

ソフト
○

⑤施設や事業をマネジメント(今後) 

 施設や事業ごとの危険ライン、撤退ラインがイメージできるか。 
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※砥部町を描く絵画展(生徒の部)より                

～どう伝える?～ 



①広報誌で紹介 
 

 砥部町の広報誌にて、多くの方に公会計を知ってもらう取り組みを始めました。
まず、広報6月号にて特集「公会計をもっと身近に!」を掲載、7月号以降でも公
会計やアセットマネジメントについて連載を行っています。 

 
 

 

 

※早稲田大学パブリックディスクロージャー表彰2015・・・アウトリーチ部門にて努力賞を受賞。                
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 平成27年8月6、7日、参加者(職員、小学生、大学生、お年寄りまで)は、まちの財政
を勉強したあと、公共施設の見学を通じて、将来の財政やアセットマネジメントについて
考えます。参加者は2日間で延べ106人。参加者たちは、レクチャーノート(シンプルな施設
別財務諸表)を片手に施設を巡ります!!企業の方、公認会計士の方、銀行の方などに
も見て欲しい(チェック、ビジネスチャンス)。 

                 ↓ 

http://www.town.tobe.ehime.jp/soshiki/2/koukaikei-torikumi.html 

 

 

 

②バランスシート探検隊  

 今年度は、インフラやライフライ
ン、災害時避難場所を中心に見
学。お年寄りやちびっこも参加、
地震体験車の試乗なども行いま
した。また、松山大学経営学部
溝上ゼミからは、企業と自治体
の財務諸表の違いなど、ゼミの日
頃の研究成果を発表して貰いま
した。 

 学生からお年寄りまで、安心・
安全、防災・減災などについて学
びました。 
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http://www.town.tobe.ehime.jp/soshiki/2/koukaikei-torikumi.html
http://www.town.tobe.ehime.jp/soshiki/2/koukaikei-torikumi.html
http://www.town.tobe.ehime.jp/soshiki/2/koukaikei-torikumi.html


③出張財政出前講座inとべ 一歩進んだ「財政の見える化」  

 平成27年10月24日、砥部町公会計プロジェクトチームと今村寛ＳＩＭふくおか2030との
コラボ企画「出張財政出前講座inとべ」が実施されました。中四国では初の開催。参加
者は52名、自治体職員、議会議員さん、一般の方、大学生です。愛媛県内はもとより、
埼玉県、神奈川県、愛知県、岡山県、大分県からも参加がありました。 

イベントのようす 

 まずは、砥部町より、公共施設の老朽化問題と砥部町の財政見通し紹介のほ
か、ふせん紙を使って仕訳から財務諸表ができるまでを体験！続いては、夏の探検
隊事業に引き続き、松山大学溝上ゼミの生徒さんたちが、民間と自治体の財務
諸表の違いなどについて発表してくれました。まとめでは、公会計を理解すれば、選
挙の際、マニフェストを読む力が養えるのではとのコメントなどもありました。 
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続いては、ＳＩＭふくおか2030です。 

 参加者は、それぞれ架空の自治体の総務部長や
福祉部長に任命されます。そして、市長のマニフェス
トなどに沿って、与えられたミッションを遂行していきま
す。事業をやる、やらない、借金する、何かをやめる、
次々と決断が迫られます。1ラウンド25分で5年が経
過する設定です。決断が遅れると、大変なことになり
ます。さあ、チームの意見がまとまりました。となりの
チームに議会役を務めて貰います。 

 議員さんの理解を得ることができず、なんと、議会
に否決されてしまいました！ 
議会や住民にちゃんと説明できるか 

も重要ですね。 

 

 このゲームには、いろいろな要素が詰まっています。
経験した方には、最後、なるほどと思えることがたく
さんあります。砥部町のSIMに参加された方が地元に
持ち帰り、住民向けのSIMにしてチャレンジされている
方もいます。嬉しいことですね。 
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※平成28年度は、バランスシート探検隊、ふせん紙仕訳ゲーム、SIM2030をコラボさせた 

 イベントを予定しています(8月)。相性抜群!! 



④コストマネジメント予算 
 

 砥部町の平成28年度当初予算において、中長期的なコスト削減に繋がる事
業に積極的に予算を配分する「予算要求特別枠」を設定しました。総務省から
は、公会計による財務書類の予算編成への活用や中長期的なコストの「見える
化」により、限られた財源を賢く使うものと評価され、同省ホームページにて行革
優良事例として紹介されました。削減効果の測定は、平成28年度決算分の施
設別・事業別財務諸表で行います。 
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総務省の行革優良事例に選ばれました。 
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もし、良かったら参考にしてみてください。 

 ・砥部町ホームページ 

 ・第一法規「早わかり公会計の手引き」 第4章第2節 砥部町 

 ・ぎょうせい「地方財務」2016年1、2月号(今月の視点) 砥部町 

 ・フェイスブックグループ「公会計をもっと身近に！」 
 

 

 



 愛媛県砥部町  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 愛媛県伊予郡砥部町宮内1392番地 
 http://www.town.tobe.ehime.jp/  


